
『
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
第
四
十
九
号

二
〇
二
二
年
三
月
刊
　
別
刷

史
料
紹
介

『
看
聞
日
記
』
現
代
語
訳
（
二
四
）

　
薗
部
　
寿
樹



　

本
稿
は
、室
町
時
代
の
皇
族
・
伏
見
宮
貞
成
（
一
三
七
一
〜
一
四
五
六
）
の
日
記
『
看

聞
日
記
』
を
現
代
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
底
本
は
、
小
森
正
明
氏
代
表
校
訂

『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
二
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。
難
し
い
語

な
ど
に
は
※
の
印
を
付
け
、
そ
の
条
の
末
尾
に
註
を
付
け
た
。
ま
た
、
日
記
原
文
に
は

改
行
が
な
い
が
、
訳
文
は
内
容
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
た
。
な
お
、
敬
語
に
つ
い
て
は

や
や
不
自
然
な
表
現
が
あ
る
が
、
当
時
の
伏
見
宮
貞
成
の
微
妙
な
立
場
を
勘
案
し
た
結

果
で
あ
る
。

○
現
代
語
訳
（
一
）
〜
（
二
一
）　

応
永
二
三
年
〜
二
九
年
（
一
四
一
六
〜
二
二
）『
米

沢
史
学
』
三
〇
〜
三
六
号
・『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
五
〇
〜
五
六

号
・『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
二
〜
四
八

号
（
二
〇
一
四
〜
二
〇
二
一
年
）

○
現
代
語
訳
（
二
二
）　

応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
一
月
一
日
か
ら
四
月
二
九
日
『
米

沢
史
学
』
三
七
号
（
二
〇
二
一
年
）

○
現
代
語
訳
（
二
三
）　

応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
四
月
一
日
か
ら
八
月
三
〇
日
『
紀

要
』
五
七
号
（
二
〇
二
一
年
）

　

本
稿
で
訳
出
し
た
の
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
応
永
三
〇
年
九
月
一
日
か
ら
一
二
月

三
〇
日
ま
で
の
分
で
あ
る
。『
看
聞
日
記
』
を
現
代
語
訳
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、

（
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
稿
に
よ
り
、『
看
聞
日
記
』
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
原
文
に
当
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
望
、
こ
れ
に
す
ぐ
る
も

の
は
な
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
示
教
・
ご
叱
正
を
切
に
望
む
。

【
主
要
参
考
文
献
】

横
井
清
『
室
町
時
代
の
一
皇
族
の
生
涯
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出

一
九
七
九
年
）

位
藤
邦
生
『
伏
見
宮
貞
成
の
文
学
』（
清
文
堂
、
一
九
九
一
年
）

小
森
正
明
代
表
校
訂
『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
一
〜
七
・
別
冊
（
明
治
書
院
、

二
〇
〇
二
〜
二
〇
一
四
・
二
〇
二
一
年
）

村
井
章
介
「
綾
小
路
信
俊
の
亡
霊
を
み
た
―
『
看
聞
日
記
』
人
名
表
記
法
寸
考
―
」（
同

『
中
世
史
料
と
の
対
話
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
四
年
、初
出
二
〇
〇
三
・
二
〇
一
四

年
）

同
「『
看
聞
日
記
』
の
舞
楽
記
事
を
読
む
」（『
文
学
部
論
叢
』
一
三
八
号
、二
〇
一
五
年
）

同
「『
看
聞
日
記
』
人
名
考
証
三
題
」（『
日
本
歴
史
』
八
八
二
号
、
二
〇
二
一
年
）

同
「『
看
聞
日
記
』
の
引
用
表
現
に
つ
い
て
」（『
古
文
書
研
究
』
九
二
号
、二
〇
二
一
年
）

松
岡
心
平
編
『
看
聞
日
記
と
中
世
文
化
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）

植
田
真
平
・
大
澤
泉
「
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
周
辺
―
『
看
聞
日
記
』
人
名
比
定
の
再
検

討
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
六
号
、
二
〇
一
四
年
）

植
田
真
平
「
伏
見
の
侍
―
『
看
聞
日
記
』
人
名
小
考
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
七
〇
号
、

二
〇
一
九
年
）

田
代
博
志
「
山
城
国
伏
見
荘
に
お
け
る
沙
汰
人
層
の
存
在
形
態
と
役
割
」（『
中
近
世
の

領
主
支
配
と
民
間
社
会
』、
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
一
四
年
）

　『看
聞
日
記
』
現
代
語
訳
（
二
四
）

薗
　
部
　
寿
　
樹

史
料
紹
介

薗部／『看聞日記』現代語訳（二四）
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松
薗
斉
『
中
世
禁
裏
女
房
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

九
月
一
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。
お
祝
い
に
は
田
向
前

参
議
ら
が
参
列
し
た
。

足
利
持
氏
反
乱
軍
は
手
強
い

　
　

行
豊
朝
臣
が
京
都
に
出
か
け
た
。
ま
た
幕
府
軍
御
旗
の
銘
を
書
か
さ
れ
る
そ
う

だ
。
敵
方
の
足
利
持
氏
鎌
倉
公
方
一
味
が
と
て
も
手
強
い
ら
し
い
。

御
香
宮
神
事
相
撲
、
百
番
ほ
ど
良
い
取
り
組
み
だ
っ
た

　
　

今
夜
は
い
つ
も
の
よ
う
に
御
香
宮
の
祭
礼
で
あ
る
。
相
撲
を
お
忍
び
で
見
物
し

た
。
百
番
ほ
ど
良
い
取
り
組
み
が
あ
っ
て
、
面
白
か
っ
た
。
内
本
善
祐
の
弟
の
内
本

兵
庫
が
相
撲
十
番
を
立
て
続
け
に
勝
っ
た
。

播
磨
国
飾
磨
津
別
符
に
関
し
て
妙
法
院
主
が
口
添
え
す
る

二
日
、
朝
は
晴
れ
て
い
た
が
、
昼
に
雨
が
降
っ
た
。
円
光
院
主
が
妙
法
院
殿
の
御
使
い

と
し
て
や
っ
て
来
た
。
播
磨
国
飾
磨
津
別
符
に
関
し
て
詳
し
い
報
告
が
あ
っ
た
。
円

光
院
主
は
初
め
て
宮
家
に
来
た
の
で
、
す
ぐ
に
会
っ
た
。
一
献
を
持
参
し
て
来
た
の

で
、
一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
。
東
御
方
と
廊
御
方
も
円
光
院
主
と
対
面
し
た
。
二
人
は

円
光
院
主
と
以
前
か
ら
知
人
な
の
だ
そ
う
だ
。
私
は
初
対
面
で
あ
っ
た
。
播
磨
国
飾

磨
津
別
符
の
件
で
は
妙
法
院
殿
か
ら
お
口
添
え
を
い
た
だ
き
、
な
お
ざ
り
に
し
ま
せ

ん
と
い
う
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
円
光
院
主
は
す
ぐ
に
出
て
い
っ
た
。

琵
琶
法
師
の
祖
一
勾
当

　
　

琵
琶
法
師
の
祖
一
勾
当
（
※
）
が
来
た
が
、来
客
中
だ
っ
た
の
で
帰
っ
て
い
っ
た
。

※「
祖
一
勾
当
」
…
祖
一
は
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
四
月
十
日
に
来
て
お
り
、

五
年
ぶ
り
の
来
訪
で
あ
る
。

腹
病
で
危
篤
の
椎
野
寺
主
、
弟
子
取
り
の
件
で
母
の
廊
御
方
を
呼
び
出
す

四
日
、
晴
。
廊
御
方
が
息
子
の
椎
野
寺
主
の
と
こ
ろ
へ
お
出
か
け
に
な
っ
た
。
浄
金
剛

院
主
で
あ
る
椎
野
の
ご
病
気
が
重
態
だ
そ
う
だ
。
柳
原
宮
が
椎
野
の
お
弟
子
に
な
る

件
で
打
ち
合
わ
せ
る
た
め
に
母
の
廊
御
方
を
お
呼
び
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
お
腹
の
病

気
が
ひ
ど
く
て
、
危
篤
の
ご
様
子
ら
し
い
。

五
日
、
晴
。
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
慶
寿
丸
と
遊
山
に
行
っ
た
。
小
松
を
四
〜

五
本
掘
り
採
っ
て
宮
家
東
の
庭
に
植
え
た
。

椎
野
寺
主
の
痢
病
は
絶
望
的

六
日
、
晴
。
廊
御
方
が
帰
っ
て
き
た
。
椎
野
寺
主
の
下
痢
は
重
態
で
、
ほ
と
ん
ど
治
る

見
込
み
が
な
い
そ
う
だ
。
驚
い
た
。

　
　

廊
御
方
の
帰
り
立
ち
（
※
）
酒
宴
を
田
向
前
参
議
以
下
、
寿
蔵
主
が
主
催
し
た
。

廊
御
方
の
お
部
屋
で
酒
を
飲
ん
だ
。

※「
帰
り
立
ち
」
…
本
来
は
、
朝
廷
に
戻
っ
た
賀
茂
社
祭
使
な
ど
へ
天
皇
が
酒
を
振
る

舞
う
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
子
息
の
重
病
に
気
落
ち
す
る
廊
御
方
を
慰
労
す
る
酒

宴
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

七
日
、
晴
。
惣
得
庵
主
が
来
た
。
庵
主
は
椎
野
の
病
状
に
驚
い
て
い
た
。

八
日
、
雨
が
降
っ
た
。
御
香
宮
御
旅
所
に
行
っ
た
。
息
子
・
娘
・
宮
家
の
女
性
た
ち
も

行
っ
た
。

　
　

さ
て
上
皇
様
の
来
訪
は
全
国
的
に
不
穏
な
状
況
な
の
で
延
期
と
さ
れ
た
。
し
か

し
、
な
お
も
強
く
来
訪
す
る
と
仰
る
の
で
、
明
後
日
に
決
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

お
供
の
者
た
ち
を
し
っ
か
り
と
選
ぶ
そ
う
だ
。

九
日
、
晴
。「
重
陽
の
節
供
で
佳
い
時
節
で
あ
る
。
め
で
た
い
、
め
で
た
い
」
と
予
祝
し 

た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
御
節
供
の
お
祝
い
を
し
た
。

田
向
家
は
広
時
の
死
に
よ
り
触
穢

　
　

と
こ
ろ
で
御
香
宮
祭
礼
は
こ
れ
ま
で
田
向
家
で
見
物
し
て
き
た
。
し
か
し
今
年
は

田
向
家
の
侍
で
あ
る
広
時
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
田
向
家
は
穢
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

今
年
は
宮
家
御
所
で
見
物
す
る
こ
と
に
し
た
。
風
流
笠
な
ど
は
門
内
に
入
れ
ず
、
お

囃
子
の
者
た
ち
だ
け
庭
に
招
き
入
れ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
見
物
人
た
ち
が
群
れ
集

ま
っ
た
。

世
尊
寺
行
豊
の
嫡
男
・
阿
茶
丸

　
　

一
献
の
酒
宴
を
用
意
す
る
よ
う
禅
啓
に
命
じ
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・

行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
阿
茶
丸
・
寿
蔵
主
・
稚
児
の
真
光
ら
が
酒
宴
に
参
加
し
た
。
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行
豊
の
長
男
で
あ
る
阿
茶
丸
は
初
参
加
な
の
で
、
特
に
引
き
出
物
を
与
え
た
。
そ
し

て
祭
礼
は
無
事
終
わ
っ
た
。
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

山
田
宮
の
猿
楽
も
例
年
通
り
行
わ
れ
た
。
御
香
宮
の
相
撲
に
は
い
ろ
い
ろ
な
所
か

ら
大
勢
取
り
手
が
集
ま
り
、
大
相
撲
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
度
々
、
諍
い
も
起
こ
っ
た

そ
う
だ
。
翌
朝
、
相
撲
が
終
わ
っ
た
と
い
う
。

十
日
、
晴
。
獅
子
舞
が
や
っ
て
来
た
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
褒
美
を
与
え
た
。

　
　

法
安
寺
猿
楽
を
見
物
に
行
っ
た
。
息
子
・
娘
の
阿
五
々
・
東
御
方
・
上
臈
・
二
条

殿
を
連
れ
て
行
っ
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
・

阿
茶
丸
・
寿
蔵
主
・
具
侍
者
・
梵
祐
・
稚
児
の
真
光
・
女
官
の
賀
々
ら
も
来
て
い
た
。

　
　

ま
ず
住
職
の
お
部
屋
で
一
献
の
酒
宴
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
見
物
席
に
入
っ
た
。

猿
楽
が
四
番
演
じ
ら
れ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
猿
楽
の
役
者
に
太
刀
を
与
え
た
。

　
　

行
豊
朝
臣
が
太
刀
一
振
り
を
私
に
進
上
し
て
き
た
。
息
子
の
阿
茶
丸
が
初
め
て
参

加
し
た
の
で
、
そ
の
お
礼
に
進
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
太
刀
を
す
ぐ
に
猿
楽

の
役
者
に
与
え
た
次
第
で
あ
る
。

　
　

そ
の
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に
御
香
宮
や
権
現
の
猿
楽
も
あ
っ
た
。
権
現
の
猿
楽
は

こ
れ
ま
で
見
物
し
て
き
た
が
、
今
回
は
省
略
し
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
上
皇
様
は
崇
賢
門
院
や
室
町
殿
の
と
こ
ろ
へ
ご
来
訪
な
さ
っ
た
そ
う

だ
。
詳
し
い
こ
と
は
耳
に
し
て
い
な
い
の
で
、
後
で
聞
い
て
記
し
て
お
こ
う
。

浄
金
剛
院
椎
野
寺
主
は
危
篤

十
一
日
、
晴
。
浄
金
剛
院
か
ら
使
者
が
急
ぎ
や
っ
て
来
た
。
椎
野
寺
主
が
昨
日
の
夕
方

か
ら
病
状
が
悪
化
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
死
を
待
つ
ば
か
り
の
状
態
だ
そ
う
だ
。
廊

御
方
に
は
急
ぎ
浄
金
剛
院
へ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
と
い
う
の
で
、
す
ぐ
に
廊
御

方
は
京
都
へ
向
か
っ
た
。
と
て
も
驚
き
歎
い
た
。

後
小
松
上
皇
行
幸
の
詳
細

　
　

と
こ
ろ
で
昨
夕
、
上
皇
様
ご
来
訪
の
様
子
を
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
午
後

三
時
に
八
葉
の
御
牛
車
で
御
所
を
ご
出
発
な
さ
っ
た
。
牛
車
左
右
の
窓
に
は
獅
子
が

描
か
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
上
皇
様
の
ご
装
束
は
中
国
伝
来
の
織
物
に
菊
や
柴
束
の
御

文
様
が
あ
し
ら
わ
れ
た
御
狩
衣
で
、
指
貫
袴
は
通
常
通
り
だ
っ
た
と
い
う
。
お
供
の

公
卿
や
殿
上
人
は
皆
、
織
物
の
狩
衣
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
　

お
供
の
人
々
は
、
御
車
寄
せ
に
奉
仕
し
た
正
親
町
三
条
公
雅
大
納
言
・
正
親
町
実

秀
権
大
納
言
・
院
執
権
の
日
野
有
光
大
納
言
・
万
里
小
路
時
房
中
納
言
・
裏
松
義
資

中
納
言
・
勧
修
寺
経
興
中
納
言
、
殿
上
人
は
日
野
秀
光
蔵
人
頭
兼
弁
官
・
広
橋
宣
光

蔵
人
頭
兼
弁
官
・
山
科
教
豊
朝
臣
・
白
川
雅
兼
朝
臣
・
飛
鳥
井
雅
永
朝
臣
・
一
条
公

知
、
下
北
面
の
武
士
は
狩
衣
を
着
た
五
人
、
上
皇
御
所
下
級
職
員
は
直
垂
を
着
た
七

人
、
御
牛
飼
い
童
も
直
垂
を
着
た
七
人
で
あ
る
。

　
　

上
皇
様
は
ま
ず
室
町
殿
御
所
へ
お
越
し
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
室
町
殿
は
上

皇
御
所
に
行
き
、
上
皇
様
が
お
出
ま
し
に
な
る
時
、
お
供
し
た
そ
う
だ
。
広
橋
兼
宣

大
納
言
が
前
も
っ
て
室
町
殿
御
所
に
詰
め
て
い
た
。
四
辻
季
保
参
議
兼
中
将
・
冷
泉

永
基
朝
臣
・
日
野
西
資
宗
も
御
所
に
詰
め
て
い
て
、
お
食
事
を
運
ぶ
役
を
し
た
。
一

献
の
酒
宴
が
終
わ
っ
た
午
後
十
一
時
に
室
町
殿
の
御
所
を
出
ら
れ
た
。

　
　

次
に
崇
賢
門
院
へ
ご
来
訪
に
な
っ
た
。
一
献
の
酒
宴
の
間
、
雅
楽
が
二
〜
三
曲
演

奏
さ
れ
た
。
上
皇
様
ご
自
身
も
演
奏
な
さ
り
、
四
辻
季
保
朝
臣
と
山
科
教
豊
朝
臣
だ

け
が
合
奏
し
た
そ
う
だ
。

　
　

最
後
に
上
皇
様
の
御
弟
子
方
で
室
町
殿
の
御
妹
で
あ
る
聖
久
殿
の
と
こ
ろ
へ
お

寄
り
に
な
っ
て
か
ら
、
御
所
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
崇
賢
門
院
か
ら
の
引
き

出
物
は
御
服
で
、
下
級
職
員
の
幸
末
佐
に
も
御
服
を
お
与
え
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

足
利
義
持
が
後
小
松
上
皇
に
献
上
し
た
引
き
出
物

　
　

翌
朝
、
室
町
殿
は
上
皇
御
所
へ
御
引
き
出
物
を
持
参
さ
れ
た
と
い
う
。
御
引
き
出

物
は
紫
檀
製
で
平
た
い
鞘
の
御
太
刀
・
お
盆
に
入
れ
た
中
国
製
の
御
道
服
二
着
、
同

じ
く
お
盆
に
入
れ
た
砂
金
三
百
両
、
磁
器
の
花
瓶
七
つ
、
香
箱
一
つ
、
そ
れ
に
銀
製

の
お
盆
に
載
せ
た
お
茶
土
器
・
金
製
の
土
器
台
・
二
つ
の
壷
・
金
製
の
兔
足
付
き
干

菓
子
置
な
ど
の
茶
道
具
、
御
銚
子
提
、
半は

ん
そ
う挿

手
洗
、
繧
繝
縁
の
御
畳
二
帖
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
座
敷
飾
り
を
す
べ
て
献
上
さ
れ
た
そ
う
だ
。
お
盆
・
香
箱
・
花
瓶
な
ど
世

に
二
つ
と
な
い
重
宝
だ
そ
う
だ
。
幸
末
佐
に
も
小
袖
三
着
・
太
刀
一
振
り
を
お
与
え
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に
な
っ
た
と
い
う
。
す
べ
て
の
こ
と
が
快
く
、
無
事
に
終
わ
っ
た
そ
う
だ
。

深
夜
京
都
の
空
騒
動

　
　

上
皇
様
が
御
所
へ
お
戻
り
に
な
っ
た
後
、
京
都
市
内
で
空
騒
ぎ
が
あ
っ
た
と
い

う
。
諸
大
名
の
手
の
者
が
集
ま
っ
た
そ
う
だ
。
問
題
だ
っ
た
の
は
上
杉
頼
方
の
動
向

の
よ
う
だ
。
こ
の
と
こ
ろ
、
毎
晩
、
市
内
で
は
こ
の
よ
う
な
物
騒
な
有
様
ら
し
い
。

　
　

翌
日
、
上
皇
様
の
身
近
に
仕
え
る
公
卿
や
殿
上
人
を
お
呼
び
に
な
っ
て
、
一
献
の

酒
宴
が
あ
っ
た
と
い
う
。
砂
金
一
両
を
公
卿
に
、
砂
金
二
分
を
殿
上
人
に
そ
れ
ぞ
れ

ご
配
分
な
さ
っ
た
。

　
　

室
町
殿
か
ら
は
公
卿
そ
れ
ぞ
れ
に
御
馬
一
頭
ず
つ
お
与
え
に
な
っ
た
が
、
殿
上
人

に
は
お
与
え
に
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

十
二
日
、
晴
。
重
有
朝
臣
が
浄
金
剛
院
へ
出
向
い
た
。
住
職
の
椎
野
の
ご
様
子
を
尋
ね

る
た
め
で
あ
る
。

貞
成
の
異
母
兄
弟
・
浄
金
剛
院
椎
野
寺
主
が
痢
病
で
亡
く
な
る

十
三
日
、
雨
が
降
っ
た
。
浄
金
剛
院
の
僧
が
急
い
で
や
っ
て
来
た
。
昨
夜
の
午
後
九
時

に
、
住
職
の
椎
野
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
だ
。
お
よ
そ
予
期
し
て
い
た
事
と
は
い
え
、

実
際
そ
の
時
に
直
面
し
て
戸
惑
い
、
と
て
も
驚
い
た
。
兄
弟
の
契
り
厚
く
、
お
互
い

に
頼
り
に
し
て
い
た
の
で
、
や
は
り
力
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
老
母
の
廊
御
方
を

残
し
先
立
た
れ
た
の
は
、
無
常
の
世
の
習
わ
し
と
は
い
え
、
歎
い
て
余
り
あ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

椎
野
の
後
継
者
は
三
条
家
の
者
に
す
べ
し

　
　

重
有
朝
臣
が
帰
っ
て
き
て
言
う
こ
と
に
は
、
椎
野
の
お
弟
子
に
つ
い
て
三
条
家
に

行
き
対
面
し
て
詳
し
く
相
談
し
て
き
た
そ
う
だ
。
生
前
に
話
が
あ
っ
た
柳
原
宮
の

ご
子
息
を
弟
子
に
す
る
の
は
、
三
条
家
と
し
て
は
望
ま
な
い
そ
う
だ
。
椎
野
は
母
方

の
三
条
家
代
々
の
由
緒
が
あ
る
の
で
、
他
家
の
者
を
弟
子
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
な
ん
と
か
し
て
三
条
家
の
子
供
か
ま
た
は
養
子
な
ど
も
考
慮
し
て
、
追
っ
て
連

絡
し
ま
す
と
、
正
親
町
三
条
公
雅
大
納
言
は
申
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　

母
親
で
あ
る
廊
御
方
は
嘆
き
悲
し
ん
で
、
何
が
良
い
か
考
え
が
及
ば
な
い
そ
う

だ
。
こ
の
よ
う
に
遺
産
継
承
な
ど
の
状
況
も
散
々
な
あ
り
さ
ま
で
、
廊
御
方
は
何
ご

と
に
お
い
て
も
呆
然
と
し
た
ご
様
子
だ
と
重
有
朝
臣
は
語
っ
た
。
と
て
も
か
わ
い
そ

う
だ
。

　
　

用
健
や
惣
得
庵
主
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
椎
野
の
お
見
舞
い
を
し
て
か
ら
、
す
ぐ

に
帰
っ
て
い
っ
た
。

　
　

今
夜
は
名
月
だ
が
、
雨
が
降
っ
て
残
念
で
あ
る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
形
だ
け
の
お

月
見
を
し
た
。
か
ね
て
か
ら
名
月
の
和
歌
の
題
を
出
し
て
お
い
た
が
、
椎
野
の
こ
と

が
あ
っ
て
和
歌
を
取
り
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
残
念
で
あ
る
。

十
四
日
、
晴
。
上
皇
様
へ
、
ご
来
訪
が
無
事
終
わ
っ
た
お
祝
い
の
手
紙
を
お
送
り
し
た
。

椎
野
寺
主
、
浄
金
剛
院
中
に
土
葬
さ
れ
る

　
　

廊
御
方
が
浄
金
剛
院
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
話
し
に
な
り
、

悲
し
み
や
嘆
き
で
呆
然
と
な
っ
て
い
た
。
今
日
の
暁
、
椎
野
は
寺
中
に
土
葬
さ
れ
た

そ
う
だ
。
今
更
な
が
ら
悲
し
み
の
涙
を
拭
っ
た
。
お
見
舞
い
の
客
が
大
勢
、
廊
御
方

の
お
部
屋
に
来
て
い
た
。

十
六
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
身
を
浄
め
た
。
即
成
院
の
念
仏
会
に
参
列
し
た
。
娘

の
阿
五
々
や
宮
家
の
女
性
た
ち
や
男
ど
も
も
参
列
し
た
。

世
尊
寺
行
豊
一
家
、
勝
尾
寺
や
広
田
神
社
に
参
詣
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
今
日
、
行
豊
朝
臣
は
妻
子
や
惣
得
庵
主
を
連
れ
て
物
詣
で
に
出
か
け

た
。
箕
面
の
勝
尾
寺
や
西
宮
の
広
田
神
社
な
ど
に
参
詣
す
る
そ
う
だ
。

　
　

生
島
明
盛
が
来
た
。
今
夜
か
ら
朝
廷
で
内
侍
所
御
神
楽
が
三
晩
連
続
で
行
わ
れ
る

と
い
う
。

十
七
日
、
晴
。
退
蔵
庵
主
が
来
た
。
椎
野
の
事
に
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
冷
泉
正

永
も
来
た
。
今
夜
も
ま
た
即
成
院
で
念
仏
が
あ
る
。
今
日
は
広
時
の
命
日
な
の
で
、

そ
の
仏
事
の
た
め
の
念
仏
だ
そ
う
だ
。

十
八
日
、
晴
。
光
照
院
良
寿
房
・
安
楽
光
院
見
詔
房
が
、
椎
野
の
お
見
舞
い
に
来
た
。

足
利
義
持
が
上
杉
頼
方
を
討
つ
と
い
う
噂
が
流
れ
る

　
　

と
こ
ろ
で
室
町
殿
は
今
日
か
ら
清
水
寺
に
お
籠
も
り
す
る
そ
う
だ
。
諸
大
名
は
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皆
、
参
列
す
る
が
、
上
杉
頼
方
一
人
が
京
都
市
内
に
残
る
と
い
う
。
室
町
殿
が
上
杉

を
討
ち
取
る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
毎
晩
、
物
騒
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
し

か
し
細
川
満
元
前
管
領
や
赤
松
義
則
ら
が
上
杉
に
加
担
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
簡
単

に
は
討
ち
取
ら
れ
ま
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
冷
泉
正
永
が
帰
っ
た
。

十
九
日
、
晴
。
行
豊
朝
臣
ら
が
西
宮
の
広
田
神
社
か
ら
戻
っ
て
き
た
。

正
親
町
三
条
公
雅
の
子
息
が
後
継
の
浄
金
剛
院
主
と
な
る

二
十
日
、
晴
。
正
親
町
三
条
公
雅
大
納
言
が
書
状
を
寄
こ
し
た
。
椎
野
後
継
の
弟
子
と

し
て
公
雅
の
子
息
を
寺
に
入
れ
る
そ
う
だ
。
後
継
の
住
職
が
決
ま
っ
て
、
め
で
た
い

こ
と
で
あ
る
。
三
条
家
か
ら
続
け
て
三
代
も
浄
金
剛
院
主
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
本

来
の
姿
に
立
ち
戻
っ
た
。
こ
れ
も
仏
様
の
思
し
召
し
で
あ
ろ
う
。

椎
野
の
師
匠
西
音
寺
長
老
、
触
穢
の
た
め
、
門
外
で
椎
野
の
見
舞
を
す
る

二
十
二
日
、
晴
。
西
音
寺
長
老
が
椎
野
の
お
見
舞
い
に
来
た
。
長
老
は
亡
く
な
っ
た
椎

野
の
師
匠
で
あ
る
。
椎
野
没
後
の
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
で
、
触
穢
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
宮
家
の
門
内
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
門
を
挟
ん
で
重
有

朝
臣
が
取
り
次
い
だ
。
私
は
面
会
で
き
な
か
っ
た
。
廊
御
方
も
門
前
で
対
面
し
た
。

こ
の
長
老
は
八
十
歳
余
り
に
な
る
そ
う
だ
。

足
利
義
持
、
上
杉
頼
方
を
許
す

二
十
五
日
、
雨
が
降
っ
た
。
上
杉
頼
方
を
室
町
殿
が
討
ち
取
る
と
の
噂
が
あ
る
の
で
、

上
杉
は
切
腹
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
室
町
殿
は
上
杉
を
清
水
寺
に
お
呼
び
に
な

り
、
上
杉
を
許
す
と
仰
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
連
夜
の
物
騒
な
状
況
も
静
ま
っ
た
と

い
う
。

椎
野
追
悼
・
廊
御
方
慰
安
の
酒
宴

二
十
六
日
、
晴
。
廊
御
方
の
お
部
屋
で
酒
を
飲
ん
だ
。
寿
蔵
主
・
善
基
・
禅
照
庵
主
・

禅
啓
ら
が
椎
野
の
お
見
舞
い
と
し
て
、
こ
の
酒
宴
を
用
意
し
た
そ
う
だ
。
田
向
前
参

議
ら
も
参
加
し
た
。

天
王
寺
妙
厳
院
に
娘
を
入
れ
る
契
約
を
す
る

二
十
七
日
、
晴
。
天
王
寺
妙
厳
院
主
か
ら
書
状
が
来
た
。
先
だ
っ
て
兄
・
葆
光
院
の
娘

を
寺
に
入
れ
る
よ
う
約
束
し
て
い
た
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
延
期
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
妙
厳
院
主
は
、
兄
の
娘
は
寺
に
入
れ
ず
、
私
の
娘
を
入
れ
た
い
と
仰
っ
て

き
た
。
私
の
娘
は
ま
だ
三
歳
で
幼
稚
だ
が
、
寺
に
入
れ
る
契
約
を
す
る
こ
と
に
問
題

は
な
い
と
承
諾
の
返
事
を
し
た
。

　
　

廊
御
方
の
お
部
屋
で
ま
た
酒
を
飲
ん
だ
。
田
向
前
参
議
と
行
豊
朝
臣
が
酒
宴
の
用

意
を
し
た
。

二
十
九
日
、
晴
。
風
呂
に
入
っ
た
。
光
台
寺
で
は
菊
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
風
呂
に

入
る
前
に
見
た
が
、
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
菊
だ
っ
た
。
庭
い
っ
ぱ
い

に
菊
の
花
盛
り
だ
っ
た
。

三
十
日
、
晴
。
九
月
尽
く
し
の
和
歌
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ず
、
残
念
で
あ
る
。
去
る

十
三
夜
の
和
歌
も
取
り
集
め
た
が
、
披
露
の
会
を
開
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
無
念
で

あ
っ
た
。

孟
冬
朔
（
十
月
一
日
）、「
空
は
晴
れ
渡
り
、
す
べ
て
の
事
に
お
い
て
と
て
も
幸
せ
だ
」

と
予
祝
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。

東
・
西
に
二
つ
の
客
星
が
現
れ
る

　
　

と
こ
ろ
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
去
る
頃
よ
り
客
星
（
※
）
が
東
・
西
の
空

に
現
れ
た
。
こ
れ
は
最
近
の
こ
と
だ
。
こ
の
二
つ
の
星
が
寄
り
合
い
組
み
合
い
、
醍

醐
辺
り
に
落
ち
た
。
西
の
星
は
組
み
合
っ
て
い
る
内
に
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
。
一
方
、

東
の
星
は
地
に
落
ち
た
。
そ
れ
で
落
下
し
た
近
辺
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル

の
間
で
、
光
り
輝
い
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
、
星
の
行
方
は
分
か
ら
な
く
な
り
、
消
失

し
た
。
醍
醐
に
住
む
人
々
は
こ
れ
を
目
撃
し
た
そ
う
だ
。

西
の
星
が
勝
っ
た
の
は
鎌
倉
叛
逆
を
鎮
圧
す
る
予
兆

　
　

醍
醐
寺
三
宝
院
主
が
足
利
義
量
将
軍
へ
連
絡
し
て
、
陰
陽
師
に
占
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
は
吉
事
だ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
西
の
星
は
京
都
、
東
の
星
は
関

東
で
、
東
の
星
は
地
に
落
ち
、
西
の
星
は
天
に
昇
っ
た
。
そ
れ
で
御
吉
事
だ
と
占
っ

た
ら
し
い
。
鎌
倉
の
叛
逆
が
い
ま
だ
解
決
し
な
い
状
況
下
で
、
西
の
星
が
勝
っ
た
と

い
う
の
は
誠
に
吉
事
で
あ
る
。
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※
客
星
（
か
く
せ
い
）
…
恒
星
と
異
な
り
、
彗
星
や
新
星
な
ど
の
よ
う
に
、
一
時
的
に

現
れ
る
星
。

三
日
、
晴
。
行
豊
朝
臣
・
慈
光
寺
持
経
・
五
辻
重
仲
が
一
緒
に
宇
治
の
今
伊
勢
神
明
社

へ
参
詣
し
た
そ
う
だ
。
そ
の
帰
り
道
、
持
経
と
重
仲
は
田
向
家
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ

れ
で
今
夜
田
向
家
に
一
泊
し
て
、
大
酒
を
飲
ん
だ
そ
う
だ
。

　
　

今
日
は
亥
子
な
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
亥
子
餅
を
食
べ
た
。

四
日
、
に
わ
か
雨
が
降
っ
た
。
朝
早
く
持
経
と
重
仲
は
京
都
へ
帰
っ
た
そ
う
だ
。
私
に

は
何
の
挨
拶
も
な
く
、
無
礼
な
連
中
で
あ
る
。

　
　

祐
誉
僧
都
が
椎
野
の
お
見
舞
い
と
し
て
一
献
の
酒
を
少
し
持
参
し
て
き
た
。

世
尊
寺
行
豊
の
夢
想
に
よ
り
、
連
歌
を
北
野
天
満
宮
に
法
楽
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
、
行
豊
朝
臣
が
北
野
天
満
宮
に
連
歌
を
奉
納
す
る
夢
を
見
た
そ
う
だ
。

そ
れ
で
宮
家
御
所
で
連
歌
を
詠
ん
で
奉
納
し
ま
し
ょ
う
と
言
い
だ
し
た
。
そ
の
た
め

急
に
連
歌
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
夕
方
に
な
っ
て
開
始
し
た
。
会
衆
は
私
・
田
向
前

参
議
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
善
基
・
浅
野
康
知
で
あ
る
。
真
夜
中
に
百
韻

詠
み
終
わ
っ
た
。
行
豊
朝
臣
が
い
つ
も
の
よ
う
に
一
献
の
酒
宴
を
用
意
し
た
。

足
利
義
持
の
口
入
で
近
江
国
今
西
荘
代
官
職
は
元
の
通
り
熊
谷
に
任
命
す
る

六
日
、
雨
が
降
っ
た
。
松
崖
が
取
り
持
っ
て
常
徳
院
主
を
近
江
国
今
西
荘
の
代
官
に
し

よ
う
と
準
備
し
て
い
た
。

　
　

と
こ
ろ
が
今
日
、
広
橋
が
書
状
を
送
っ
て
き
た
。
元
の
よ
う
に
熊
谷
に
今
西
荘
代

官
職
を
命
じ
る
よ
う
、
室
町
殿
か
ら
宮
家
に
伝
え
な
さ
い
と
広
橋
が
命
令
さ
れ
た

そ
う
だ
。
室
町
殿
の
御
口
添
え
が
あ
る
限
り
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
と
広
橋
に
返
事
し

た
。
こ
れ
で
、
こ
の
と
こ
ろ
の
作
業
が
す
っ
か
り
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
し

か
た
の
な
い
こ
と
だ
。

　
　

こ
の
件
に
つ
い
て
相
国
寺
長
老
の
海
門
和
尚
か
ら
前
も
っ
て
室
町
殿
に
申
し
上

げ
る
手
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
遅
く
な
っ
た
の
で
、
熊
谷
が
強
力
な
縁
故

を
通
し
て
室
町
殿
の
お
耳
に
入
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
お
口
添
え
が
な
さ
れ
て

し
ま
っ
た
以
上
、
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

　
　

こ
れ
を
契
機
に
、
今
西
荘
の
年
貢
を
増
や
す
よ
う
、
室
町
殿
か
ら
代
官
の
熊
谷
に

お
命
じ
い
た
だ
く
よ
う
、
広
橋
か
ら
室
町
殿
に
伝
え
さ
せ
た
。

椎
野
の
喪
が
明
け
る

七
日
、
雨
が
降
っ
た
。
椎
野
の
軽
い
服
喪
に
つ
い
て
陰
陽
師
の
賀
茂
在
方
朝
臣
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
今
日
、
喪
明
け
を
し
て
よ
ろ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
で
喪
服
を

脱
い
だ
。

　
　

広
橋
か
ら
書
状
が
あ
っ
た
。
今
西
荘
年
貢
加
増
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
室
町
殿

か
ら
熊
谷
に
命
じ
る
の
は
難
し
い
と
の
お
返
事
だ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
上
は
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
こ
と
だ
。

　
　

常
徳
院
主
と
の
契
約
が
破
談
と
な
り
、
取
り
次
ぎ
役
の
松
崖
に
と
っ
て
は
不
運
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
祐
誉
僧
都
が
元
の
通
り
、
事
務
取
扱
者
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
彼
に
と
っ
て
は
幸
運
な
こ
と
で
あ
る
。

山
田
香
雲
庵
領
地
の
安
堵
令
旨
を
発
給
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
山
田
香
雲
庵
の
領
地
に
関
し
て
、
私
の
代
に
な
っ
て
ま
だ
領
地
承
認
の

命
令
書
を
出
し
て
い
な
い
の
で
、
何
度
も
庵
主
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

で
今
日
、
そ
の
命
令
書
を
発
給
し
た
。
領
地
の
目
録
は
別
紙
と
し
た
。
こ
の
命
令
書

は
重
有
朝
臣
が
執
筆
し
た
。

　
　

四
条
隆
盛
朝
臣
と
西
大
路
隆
富
朝
臣
が
一
緒
に
、
椎
野
の
お
見
舞
い
に
来
た
。
隆

富
が
一
献
の
酒
を
持
参
し
た
の
で
、
そ
の
酒
を
飲
ん
だ
。
田
向
前
参
議
以
下
が
そ
の

酒
宴
に
参
加
し
た
。

　
　

隆
盛
朝
臣
は
連
歌
が
好
き
な
の
で
、
懐
紙
に
記
録
し
な
い
連
歌
の
第
一
句
を
隆
盛

に
詠
み
か
け
た
。

　
　
　

冬
木
ま
で　

問
う
を
待
ち
け
る　

紅
葉
か
な

　
　
　

残
菊
に
も　

花
ぞ
久
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
盛
朝
臣

　
　

今
夜
、
隆
盛
・
隆
富
両
人
が
泊
ま
っ
て
い
く
の
で
、
百
韻
の
連
歌
を
突
然
始
め
る

こ
と
に
し
た
。
善
基
た
ち
も
会
衆
に
加
え
た
。
隆
盛
朝
臣
は
問
題
な
く
句
を
詠
む
。

神
妙
な
者
で
あ
る
。
隆
富
朝
臣
は
初
心
者
だ
。
午
後
十
一
時
に
百
韻
を
詠
み
終
わ
っ
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た
。
行
豊
朝
臣
が
京
に
出
て
い
て
不
在
な
の
で
、
宮
家
に
は
人
が
い
な
い
。

村
人
を
刃
傷
し
た
地
侍
の
内
本
兵
庫
を
追
放
し
た

　
　

と
こ
ろ
で
今
夜
、
内
本
善
祐
の
弟
で
あ
る
内
本
兵
庫
が
村
人
を
切
り
付
け
た
。
そ

れ
で
、
兵
庫
を
伏
見
荘
か
ら
追
放
し
た
。

八
日
、
雨
の
気
配
が
い
ま
だ
晴
れ
な
い
。
隆
盛
朝
臣
が
宮
家
に
い
る
の
で
音
楽
会
を
し

た
。
楽
拍
子
の
万
歳
楽
・
三
台
急
・
甘
州
・
五
常
楽
急
・
太
平
楽
急
・
鶏
徳
・
林
歌

を
演
奏
し
た
。
次
に
盤
渉
調
の
採
桑
老
・
蘇
合
急
・
輪
台
・
青
海
波
・
越
殿
楽
・
千

秋
楽
を
演
奏
し
た
。
隆
盛
朝
臣
・
隆
富
朝
臣
と
も
に
笙
を
吹
い
た
。
私
は
琵
琶
を
弾

い
た
。
音
楽
会
が
終
わ
っ
て
、
酒
を
飲
ん
だ
。
そ
の
後
、
両
人
は
出
て
い
っ
た
。
珍

し
い
客
人
で
二
日
間
に
渡
っ
て
徒
然
を
慰
め
て
く
れ
た
。

十
日
、
晴
。
廊
御
方
が
浄
金
剛
院
へ
お
出
か
け
に
な
り
、
四
〜
五
日
間
逗
留
す
る
そ
う

だ
。
椎
野
寺
主
の
喪
は
、
来
た
る
十
六
日
に
明
け
る
と
い
う
。

　
　

近
場
の
紅
葉
が
盛
り
な
の
で
、
一
覧
し
に
出
か
け
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長

資
ら
朝
臣
・
寿
蔵
主
を
御
供
に
連
れ
て
行
っ
た
。
退
蔵
庵
・
退
光
庵
な
ど
を
見
て
ま

わ
っ
た
。
そ
の
後
、
塔
頭
大
通
院
に
行
っ
た
。
た
い
し
て
面
白
い
こ
と
も
な
く
、
宮

家
へ
帰
っ
た
。
た
だ
紅
葉
だ
け
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

十
一
日
、
晴
。
天
王
寺
妙
厳
院
主
か
ら
書
状
が
届
い
た
。
三
歳
余
り
で
は
幼
す
ぎ
る
の

で
、
五
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
本
院
に
お
入
れ
下
さ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
ず
は
寺

入
り
が
決
ま
っ
て
一
安
心
で
あ
る
。
再
来
年
の
寺
入
り
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
と
院
主

と
約
諾
し
た
。

十
四
日
、
晴
。
皆
で
手
分
け
し
て
書
写
し
た
法
華
経
一
部
と
銭
二
貫
文
の
お
布
施
を
浄

金
剛
院
へ
送
っ
た
。
来
た
る
十
六
日
の
仏
事
に
向
け
て
、
当
方
の
気
持
ち
を
示
し
た

次
第
で
あ
る
。

　
　

後
継
の
お
弟
子
は
正
親
町
三
条
公
雅
の
子
息
に
決
ま
っ
た
そ
う
だ
。
上
皇
様
へ
三

条
家
か
ら
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
故
椎
野
寺
主
に
預
け
て
置
い
た
琵
琶
一
面
を
浄
金
剛
院
が
返
し
て
き

た
。
寺
家
と
し
て
は
無
用
だ
と
い
う
こ
と
で
返
却
さ
れ
た
よ
う
だ
。

留
守
中
の
廊
御
方
の
部
屋
で
酒
宴
を
す
る

十
五
日
、
晴
。
今
夜
は
亥
子
で
あ
る
。
廊
御
方
の
お
部
屋
で
酒
宴
を
し
た
。
廊
御
方
が

お
留
守
な
の
で
、
皆
で
酒
宴
を
用
意
し
た
。
田
向
前
参
議
以
下
、
寿
蔵
主
・
禅
啓
ら

が
酒
宴
に
参
加
し
た
。

浄
金
剛
院
を
臨
済
宗
寺
院
に
変
え
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る

十
七
日
、
晴
。
浄
金
剛
院
に
滞
在
中
の
廊
御
方
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。
浄
金
剛
院
を
臨

済
宗
寺
院
に
す
る
と
、
伏
見
宮
家
か
ら
広
橋
を
通
じ
て
室
町
殿
に
打
診
が
あ
っ
た
と

い
う
噂
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
こ
と
で
三
条
家
は
と
て
も
立
腹
し
て
い
て
、
伏
見
宮

家
を
恨
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
そ
れ
で
、
三
条
家
に
そ
の
よ
う
な
事
は
全
く
な
い
と
ご

連
絡
下
さ
い
と
の
、
廊
御
方
か
ら
要
請
で
あ
っ
た
。

　
　

こ
れ
は
当
方
が
全
く
関
知
し
て
い
な
い
事
で
あ
り
、
嘘
の
話
に
困
り
果
て
て
い

る
。
す
ぐ
に
三
条
家
に
書
状
を
送
っ
て
、
当
方
は
全
く
関
知
し
て
い
な
い
こ
と
を
起

請
文
（
※
）
の
形
で
示
し
た
。

　
　

浄
金
剛
院
の
僧
た
ち
が
言
い
出
し
た
事
で
あ
ろ
う
か
。
偽
り
も
甚
だ
し
い
。

※
起
請
文
（
き
し
ょ
う
も
ん
）
…
自
分
の
言
い
分
が
嘘
で
な
い
こ
と
な
ど
を
神
仏
に
誓

う
文
書
。

十
八
日
、
雨
が
降
っ
た
。
三
条
家
か
ら
返
事
が
届
い
た
。
室
町
殿
か
ら
広
橋
を
通
し
て

三
条
家
へ
仰
ら
れ
た
こ
と
は
、「
亡
く
な
っ
た
住
職
の
椎
野
寺
主
は
浄
金
剛
院
を
ど

う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
に
ダ
メ
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
の
寺
を
臨
済
宗

寺
院
に
変
え
て
、
伏
見
宮
家
の
親
類
で
あ
る
僧
を
住
職
に
す
る
の
で
、
了
承
し
な
さ

い
」
と
の
仰
せ
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　
　

と
り
あ
え
ず
は
宮
家
か
ら
臨
済
宗
寺
院
に
変
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
は
偽
り

だ
っ
た
と
、
嫌
疑
が
晴
れ
た
。
代
々
念
仏
一
宗
だ
っ
た
寺
を
臨
済
宗
寺
院
に
変
え
る

こ
と
そ
の
も
の
が
、
仏
様
の
思
し
召
し
に
叶
う
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
不
審
で
あ
る
。

ま
ず
は
驚
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
宮
家
の
親
類
の
僧
と
は
い
っ
た
い

誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
っ
た
く
心
当
た
り
が
な
い
。

十
九
日
、
晴
。
廊
御
方
が
浄
金
剛
院
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
廊
御
方
の
お
部
屋
で
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酒
を
飲
ん
だ
。
塔
頭
御
寮
恵
芳
や
村
人
の
芝
俊
阿
・
下
野
良
有
・
三
木
善
理
が
お
見

舞
い
と
し
て
一
献
の
酒
宴
を
準
備
し
た
。
田
向
前
参
議
以
下
、
行
豊
朝
臣
ら
も
こ
の

酒
宴
に
参
加
し
た
。

　
　

浄
金
剛
院
を
臨
済
宗
寺
院
に
変
え
る
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
そ
う
だ
。
た
だ
し

住
職
を
誰
に
す
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
天
龍
寺
に
い
る
松
崖
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
松
崖
本
人
も
全
く
知
ら
な
い
話
だ
そ
う
だ
。

二
十
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
風
呂
に
入
っ
た
。

椎
野
の
遺
品

二
十
一
日
、
晴
。
椎
野
寺
主
が
持
っ
て
い
た
道
具
類
や
代
々
の
和
歌
集
な
ど
の
歌
草
子

を
母
親
の
廊
御
方
が
お
取
り
寄
せ
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
和
歌
集
や
道
具
類
少
々

を
私
が
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
悲
し
み
の
涙
が
あ
ふ
れ
る
。
後
継
の
住

職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
道
具
類
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
ら
ば
り
、
寺
は
空
き

家
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
だ
そ
う
だ
。

　
　

今
の
時
点
で
廊
御
方
は
道
具
類
を
自
ら
選
ん
で
持
っ
て
来
た
ら
し
い
。
お
経
な
ど

は
お
寺
に
預
け
置
い
た
ま
ま
だ
と
い
う
。

　
　

と
こ
ろ
で
去
年
百
首
の
和
歌
を
詠
ん
だ
。
冷
泉
正
永
も
同
じ
く
詠
ん
だ
。
私
と
正

永
の
二
人
で
詠
ん
で
、
百
番
の
歌
合
わ
せ
と
し
た
。
ど
ち
ら
の
和
歌
が
良
い
か
、
飛

鳥
井
雅
縁
中
納
言
入
道
に
判
定
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
建
仁
寺
の
恵
西
堂
が
飛
鳥
井

雅
縁
と
縁
が
あ
る
の
で
、
そ
の
繋
が
り
を
通
し
て
判
定
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

　
　

御
香
宮
に
お
参
り
し
た
。
田
向
前
参
議
ら
も
お
供
し
た
。

二
十
四
日
、
雨
が
降
っ
た
。
惣
得
庵
主
が
廊
御
方
の
お
部
屋
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
椎

野
寺
主
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
追
悼
し
、
廊
御
方
を
慰
労
す
る
一
献
の
酒
宴
を
お
開

き
下
さ
っ
た
。
私
や
田
向
前
参
議
ら
も
同
席
し
た
。

二
十
五
日
、
雨
が
降
っ
た
。
椎
野
寺
主
の
遺
産
の
処
分
に
関
し
て
、
三
条
家
と
書
面
で

相
談
し
た
。
ま
だ
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
遺
産
に
つ
い
て
は
放
置
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
。

　
　

毎
月
恒
例
の
連
歌
会
、
今
回
も
当
番
の
幹
事
に
差
し
障
り
が
あ
る
と
い
う
の
で
、

延
期
と
な
っ
た
。
こ
の
二
〜
三
ヶ
月
、
ず
っ
と
中
絶
し
た
ま
ま
だ
。

二
十
六
日
、
晴
。
田
向
前
参
議
が
京
都
に
出
か
け
た
。
浄
金
剛
院
の
事
で
、
広
橋
と
詳

し
く
相
談
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
夕
方
に
田
向
前
参
議
は
帰
っ
て
き

た
。

　
　

田
向
前
参
議
は
広
橋
と
対
面
し
た
。
広
橋
は
「
先
日
室
町
殿
が
お
命
じ
に
な
っ
た

以
降
の
こ
と
は
存
じ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
重
ね
て
こ
の
件
に
つ
い
て
お
尋
ね
に
な
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
反
問
し
た
そ
う
だ
。

　
　

こ
の
と
こ
ろ
室
町
殿
は
因
幡
堂
に
お
籠
も
り
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ
で
広

橋
も
因
幡
堂
に
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
因
幡
堂
に
向
か
っ
た
ら
、
路
頭
で
広
橋
と
出

く
わ
し
た
。
そ
れ
で
だ
い
た
い
の
こ
と
を
広
橋
に
は
伝
え
た
そ
う
だ
。

　
　

そ
の
後
、
田
向
は
相
国
寺
に
行
き
、
長
老
と
会
っ
た
。
椎
野
が
亡
く
な
る
前
に
柳

原
宮
が
椎
野
の
お
弟
子
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
件
に
つ
い
て
長
老
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
長
老
は
全
く
知
ら
な
い
と
答
え
た
そ
う
だ
。

浄
金
剛
院
の
僧
た
ち
は
臨
済
宗
寺
院
へ
の
改
宗
に
反
対
し
て
い
る

　
　

浄
金
剛
院
の
僧
た
ち
が
訴
状
を
携
え
て
上
皇
御
所
へ
訴
え
た
。
そ
れ
を
上
皇
様
が

ご
理
解
な
さ
っ
て
、
な
ん
と
か
室
町
殿
へ
取
り
次
い
で
み
よ
う
と
仰
っ
た
と
い
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
元
の
よ
う
に
念
仏
寺
の
ま
ま
で
、
臨
済
宗
寺
院
に
改
変
し
な
く
て
も

す
む
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
す
べ
て
は
仏
様
の
御
心
に
よ
ろ
う
。

貞
成
の
妻
・
庭
田
幸
子
が
妊
娠
し
、
着
帯
の
儀
式
を
お
こ
な
っ
た

　
　

と
こ
ろ
で
、
私
の
妻
二
条
殿
が
妊
娠
し
て
、
着
帯
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
陰
陽
師

の
賀
茂
在
方
朝
臣
が
今
日
が
吉
日
で
す
と
占
っ
て
き
た
の
で
、
今
日
、
着
帯
の
儀

式
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
帯
に
対
す
る
祈
祷
を
智
恩
院
隆
守
僧
正
が
勤
仕
し
て
く
れ

た
。

　
　

夜
に
な
っ
て
、
着
帯
の
儀
式
を
し
た
。
田
向
経
良
の
妻
で
あ
る
芝
殿
が
こ
の
儀
式

の
世
話
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
祝
い
を
し
た
。

伏
見
荘
租
税
の
算
用
を
小
川
禅
啓
が
行
う

二
十
七
日
、
晴
。
廊
御
方
の
部
屋
で
酒
を
飲
ん
だ
。
伏
見
荘
の
今
年
度
租
税
の
収
納
を
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禅
啓
が
準
備
し
て
く
れ
た
。
廊
御
方
の
酒
宴
に
は
田
向
前
参
議
以
下
、
寿
蔵
主
ら
も

参
加
し
た
。
今
夜
は
亥
子
な
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
亥
子
餅
を
食
べ
た
。

二
十
八
日
、
晴
。
風
呂
に
入
っ
た
。

浄
金
剛
院
住
僧
の
理
観
・
観
悟
が
後
小
松
上
皇
へ
の
訴
状
を
見
せ
に
来
た

二
十
九
日
、晴
。
浄
金
剛
院
住
僧
の
理
観
と
観
悟
が
来
た
。
理
観
は
今
回
初
め
て
来
た
。

廊
御
方
の
部
屋
で
対
面
し
た
。
お
土
産
を
持
参
し
て
来
た
の
で
、
そ
れ
で
酒
を
飲
ん

だ
。
田
向
前
参
議
ら
も
酒
宴
に
参
加
し
た
。

　
　

知
俊
が
起
草
し
浄
金
剛
院
か
ら
上
皇
様
へ
出
し
た
訴
状
を
二
人
は
持
参
し
て
き

た
。
そ
れ
を
開
い
て
見
る
と
、
文
章
は
問
題
な
い
。
上
皇
様
に
こ
れ
を
お
見
せ
し
た

そ
う
だ
。
き
っ
と
問
題
な
く
訴
え
は
通
る
だ
ろ
う
。

故
今
出
川
公
行
の
十
四
歳
の
娘
が
小
川
宮
に
出
仕
す
る
こ
と
と
な
っ
た

　
　

と
こ
ろ
で
故
今
出
川
公
行
前
左
大
臣
の
十
四
歳
の
娘
が
、
去
る
十
九
日
、
称
光
天

皇
陛
下
の
弟
で
あ
る
二
宮
の
方
に
呼
ば
れ
て
行
っ
た
そ
う
だ
。
母
親
で
あ
る
陽
明
禅

尼
が
こ
の
度
初
め
て
私
に
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

　
　

小
川
宮
に
仕
え
る
女
性
た
ち
は
皆
、
退
い
て
し
ま
い
、
一
人
も
宮
様
に
お
仕
え
し

て
い
な
い
そ
う
だ
。
勧
修
寺
経
興
の
老
母
だ
け
が
小
川
宮
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し

て
い
る
ら
し
い
。

　
　

そ
う
い
う
状
況
な
の
で
、
食
事
の
世
話
を
す
る
者
と
し
て
突
然
、
故
今
出
川
公
行

の
娘
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
よ
う
だ
。
き
っ
と
後
小
松
上
皇
様
の
お
計
ら
い
で
あ
ろ

う
。
ま
ず
は
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
将
来
的
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
心

配
で
も
あ
る
。

十
一
月
一
日
、
晴
。「
め
で
た
く
喜
ば
し
い
。
す
べ
て
の
事
に
お
い
て
と
て
も
幸
せ
だ
」

と
予
祝
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。

田
向
家
青
侍
で
広
時
の
息
子
広
輔
を
伏
見
荘
預
所
に
任
命
す
る

二
日
、
晴
れ
て
い
た
が
、
夜
に
雨
が
降
り
出
し
た
。
田
向
家
の
侍
で
、
亡
く
な
っ
た
広

時
の
息
子
で
あ
る
広
輔
を
、
伏
見
荘
の
預
所
に
任
命
し
た
。
そ
れ
で
お
礼
の
お
酒
を

広
輔
が
用
意
し
た
の
で
、廊
御
方
の
お
部
屋
で
飲
ん
だ
。
広
輔
に
御
扇
を
与
え
る
と
、

恐
れ
多
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
酒
宴
に
は
田
向
前
参
議
ら
も

参
加
し
た
。

三
日
、
晴
。
松
崖
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
青
銅
製
の
花
瓶
一
つ
を
下
さ
っ
た
の
で
、
う

れ
し
か
っ
た
。

世
尊
寺
行
豊
子
息
の
お
食
い
初
め

　
　

さ
て
行
豊
朝
臣
の
一
歳
に
な
る
息
子
が
、
今
夜
、
お
食
い
初
め
の
お
祝
い
を
す
る

そ
う
だ
。
そ
の
お
裾
分
け
で
、
一
献
の
酒
を
行
豊
が
持
参
し
て
き
た
。
思
い
が
け
な

い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
で
特
別
に
、
一
包
み
の
沈
香
・
小
振
り
の
高
麗
茶
碗
・
扇
を

赤
子
に
与
え
た
。
田
向
前
参
議
や
行
豊
朝
臣
ら
と
祝
い
酒
を
飲
ん
だ
。

後
小
松
上
皇
・
足
利
義
持
に
蜜
柑
を
献
上
す
る

四
日
、
晴
。
蜜
柑
二
籠
を
後
小
松
上
皇
様
に
献
上
し
た
。
室
町
殿
へ
も
同
じ
く
二
籠
献

上
し
た
。
取
り
次
ぎ
を
し
て
く
れ
た
広
橋
に
も
一
籠
送
っ
た
。

　
　

夕
方
に
蜜
柑
の
使
者
が
戻
っ
て
き
た
。
室
町
殿
は
上
皇
御
所
へ
行
か
れ
て
い
る
の

で
、
お
返
事
は
後
ほ
ど
室
町
殿
か
ら
下
さ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
広
橋
兼
宣
が
言
う

こ
と
に
は
、
室
町
殿
へ
は
明
後
日
、
蜜
柑
を
差
し
あ
げ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
　

松
崖
が
天
龍
寺
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
。

六
日
、
晴
。
室
町
殿
に
私
の
蜜
柑
を
進
上
し
た
そ
う
だ
。

琵
琶
法
師
の
祖
一
勾
当

七
日
、
晴
。
琵
琶
法
師
の
祖
一
勾
当
が
来
た
。
祖
一
は
父
・
大
通
院
の
時
代
に
は
度
々

来
て
い
た
が
、
そ
の
後
久
し
く
来
な
か
っ
た
。
珍
し
い
来
訪
で
あ
る
。
平
家
物
語
を

二
〜
三
句
語
ら
せ
た
。
田
向
前
参
議
ら
も
平
曲
を
聞
い
た
。

十
三
日
、
晴
。
後
小
松
上
皇
様
に
書
状
を
差
し
上
げ
た
。
宮
家
が
経
済
的
に
苦
し
い
こ

と
を
申
し
入
れ
た
。

　
　

今
日
は
冬
至
な
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
風
呂
に
入
っ
た
。

東
福
寺
秉ひ

ん
ほ
つ払

　
　

田
向
前
参
議
と
行
豊
朝
臣
は
東
福
寺
の
説
法
を
聞
き
に
行
っ
た
そ
う
だ
。

薗部／『看聞日記』現代語訳（二四）

－ 75 －



十
四
日
、
晴
。
浄
金
剛
院
か
ら
取
り
戻
し
た
琵
琶
が
破
損
し
て
い
る
の
で
、
大
工
の
源

内
次
郎
を
呼
ん
で
修
理
さ
せ
た
。

近
江
国
塩
津
荘
・
今
西
荘

十
六
日
、
晴
。
祐
誉
僧
都
が
一
献
の
酒
を
持
参
し
て
来
た
。
近
江
国
塩
津
荘
・
今
西
荘

の
代
官
職
の
件
で
話
が
あ
っ
た
。

　
　

さ
て
鎌
倉
の
こ
と
だ
が
、
大
規
模
な
武
力
反
乱
が
起
こ
っ
た
の
で
、
幕
府
は
軍
勢

を
現
地
に
派
遣
し
た
そ
う
だ
。

世
尊
寺
行
豊
、
上
杉
軍
の
笠
印
を
書
く

　
　

そ
の
関
係
で
、
上
杉
が
笠
に
記
す
印
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
、
行
豊
朝
臣
に
依
頼

し
て
き
た
そ
う
だ
。
上
杉
は
そ
の
お
礼
と
し
て
、
太
刀
や
菱ひ

し
く
い食
を
送
っ
て
き
た
そ
う

だ
。

粥
順
事

十
七
日
、
晴
。
今
月
は
ま
だ
順
番
で
御
粥
を
炊
く
会
を
し
て
い
な
い
の
で
、
寿
蔵
主
に

用
意
さ
せ
た
。
田
向
前
参
議
以
下
行
豊
朝
臣
ら
が
参
加
し
た
。

十
八
日
、
晴
。
亡
き
父
・
大
通
院
の
御
仏
事
を
今
夜
か
ら
始
め
た
。
一
昼
夜
御
読
経
を

繰
り
上
げ
た
。
読
経
を
し
た
の
は
比
丘
尼
た
ち
・
寿
蔵
主
・
善
基
・
梵
祐
ら
と
宮
家

の
い
つ
も
の
男
女
で
あ
る
。
生
島
明
盛
が
来
た
。

十
九
日
、
父
の
御
仏
事
を
繰
り
上
げ
た
。
明
日
は
蔵
光
庵
で
別
の
仏
事
が
あ
り
、
僧
た

ち
に
支
障
が
あ
る
そ
う
だ
。
い
つ
も
の
よ
う
に
一
時
間
お
経
を
読
ん
だ
。
即
成
院
主

梵
基
と
具
侍
者
が
来
た
。
そ
の
他
は
い
つ
も
の
面
々
で
あ
る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
男

女
と
も
に
軽
食
を
食
べ
た
。
寿
蔵
主
が
軽
食
の
準
備
役
を
辞
退
し
た
の
で
、
女
官
に

や
ら
せ
た
。

　
　

蔵
光
庵
で
今
夜
、
観
音
懺
法
が
あ
っ
た
。
宮
家
の
女
性
た
ち
や
男
ど
も
が
参
列
し

に
行
っ
た
。

二
十
日
、
晴
れ
て
い
た
が
、
夕
方
、
雨
が
降
っ
た
。
大
光
明
寺
に
行
き
、
亡
き
父
の
た

め
に
お
焼
香
し
た
。
東
御
方
・
廊
御
方
・
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝

臣
も
お
参
り
し
た
。

島
田
定
直
が
六
条
庁
官
に
就
任
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
島
田
益
直
が
逝
去
し
た
後
、
は
じ
め
て
島
田
定
直
六
条
庁
官
が
来
た
。

酒
一
献
分
の
銭
を
持
参
し
て
き
た
。
神
妙
な
こ
と
だ
。
対
面
し
て
、
扇
を
与
え
た
。

恐
れ
多
い
こ
と
で
す
と
挨
拶
し
て
か
ら
退
出
し
た
。

　
　

先
だ
っ
て
、
定
直
は
六
条
庁
官
へ
の
就
任
が
認
め
ら
れ
た
そ
う
だ
。
一
条
庁
の
安

倍
資
行
が
定
直
の
就
任
に
反
対
し
て
い
た
が
、
室
町
殿
が
お
口
添
え
下
さ
っ
て
、
就

任
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
室
町
殿
は
今
日
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
な
さ
っ
て
い

る
そ
う
だ
。

　
　

蔵
光
庵
の
仏
事
に
、
鹿
苑
院
主
・
等
持
院
主
・
等
持
寺
住
職
・
宗
寿
院
主
、
そ
の

他
、
住
職
を
引
退
し
た
方
々
を
お
招
き
し
た
そ
う
だ
。
僧
た
ち
は
総
勢
百
八
十
人
余

り
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
仏
事
は
、
休
翁
和
尚
の
師
匠
で
あ
る
文
侍
者
三
十
三
回

忌
の
法
要
だ
そ
う
だ
。

二
十
一
日
、
晴
。
行
豊
朝
臣
が
近
日
、
京
都
へ
転
居
す
る
の
で
、
餞
と
し
て
連
歌
会
を

行
っ
た
。
会
衆
は
い
つ
も
の
面
々
だ
っ
た
。
一
献
の
酒
宴
の
後
、
東
御
方
が
順
番
で

薪
を
焼
く
会
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
盃
が
何
度
も
廻
っ
て
、
数
献
に
及
ん
だ
。

　
　

行
豊
は
去
年
の
冬
に
伏
見
荘
に
移
住
し
て
き
た
。
屋
敷
が
宮
家
の
近
く
に
な
っ
た

の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
御
所
に
来
て
仕
え
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
帰
京
す

る
こ
と
に
な
っ
て
、
名
残
は
尽
き
な
い
。
た
だ
形
ば
か
り
の
餞
を
送
っ
た
だ
け
で
あ

る
。
私
の
第
一
句
は
次
の
通
り
で
。

　
　
　

千
代
の
友　

飽
か
ず
慣
れ
み
ん　

松
の
雪

　
　
　

変
わ
ら
ぬ
色
や　

霜
の
呉
竹　
　
　
　
　
　

行
豊
朝
臣

南
朝
方
上
野
宮
の
青
侍
中
村
が
斬
首
さ
れ
る

二
十
三
日
、
晴
。
京
都
に
出
て
い
た
重
有
朝
臣
が
帰
っ
て
き
て
、
世
間
話
を
し
て
く
れ

た
。
南
朝
方
の
上
野
宮
に
仕
え
て
い
る
中
村
と
い
う
侍
が
、
こ
の
間
、
幕
府
に
逮
捕

さ
れ
た
。
そ
し
て
昨
夜
、
首
を
刎
ね
ら
れ
た
と
い
う
。
四
条
隆
興
少
将
や
飛
鳥
井
雅

縁
の
親
類
も
逮
捕
さ
れ
た
。
中
村
は
彼
ら
の
仲
間
な
の
で
、捕
ま
え
ら
れ
た
そ
う
だ
。

悪
党
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
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朝
廷
の
大
納
言
典
侍
が
妊
娠
し
た

　
　

朝
廷
に
勤
め
て
い
る
日
野
有
光
大
納
言
の
息
女
で
あ
る
大
納
言
典
侍
が
妊
娠
し

た
そ
う
だ
。

二
十
四
日
、
晴
。
等
持
（
※
）
の
遺
産
で
あ
る
北
蔵
を
相
続
し
た
者
が
、
こ
の
相
続
を

承
認
し
た
お
礼
と
し
て
酒
一
献
分
の
銭
を
献
上
し
て
き
た
。

※「
等
持
」
…
未
詳
。
北
蔵
は
土
倉
で
あ
ろ
う
。

二
十
五
日
、
晴
。
風
呂
に
入
っ
た
。
夜
に
順
番
で
薪
を
焼
く
会
を
私
が
準
備
し
た
。
行

豊
朝
臣
の
送
別
会
を
兼
ね
て
薪
を
焼
い
た
。
田
向
前
参
議
以
下
、
行
豊
朝
臣
や
行
豊

の
息
子
で
あ
る
阿
茶
丸
も
参
加
し
た
。

　
　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
伊
勢
神
宮
か
ら
戻
っ
た
室
町
殿
は
、
す
ぐ
に
北
野
天
満

宮
に
お
籠
も
り
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

二
十
七
日
、
晴
。
朝
廷
で
、
洞
院
満
季
が
右
近
衛
大
将
を
兼
任
し
た
お
礼
の
儀
式
を
し

た
そ
う
だ
。

世
尊
寺
行
豊
一
家
が
帰
京
す
る

二
十
八
日
、
晴
。
行
豊
朝
臣
が
、
妻
子
ら
皆
を
連
れ
て
帰
京
し
た
。
名
残
惜
し
い
も
の

だ
。
た
だ
そ
う
思
っ
て
い
る
の
は
、
私
の
片
想
い
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
。
い
よ
い
よ

宮
家
に
人
手
が
足
り
な
く
な
り
、
世
間
体
と
し
て
見
苦
し
い
事
こ
の
上
な
い
（
※
）。

阿
茶
丸
に
絵
二
幅
を
与
え
た
。
こ
れ
は
大
光
明
寺
住
僧
の
頓
書
記
が
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
餞
の
気
持
ち
を
た
だ
表
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

鎌
倉
公
方
陳
謝
の
使
節
が
上
洛
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
関
東
の
こ
と
だ
が
、
建
長
寺
長
老
と
足
利
家
の
代
官
神
保
某
が
鎌
倉
公

方
の
使
者
と
し
て
上
洛
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
公
方
の
叛
逆
を
室
町
殿
が
お
許

し
下
さ
る
よ
う
、
歎
願
し
に
き
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
め
で
た
い
こ

と
で
あ
る
。

※「
見
苦
し
い
事
こ
の
上
な
い
」
…
原
文
の
「
習
悪
」
を
醜
悪
の
宛
字
と
解
し
た
。

琵
琶
法
師
の
城
竹
検
校

三
十
日
、
晴
。
琵
琶
法
師
の
城
竹
検
校
が
来
て
、
平
家
物
語
五
句
を
語
っ
た
。
聴
衆
は

い
つ
も
の
面
々
だ
っ
た
。

十
二
月
一
日
、
晴
。「
め
で
た
い
兆
し
が
あ
り
、
す
べ
て
に
お
い
て
と
て
も
幸
せ
だ
」

と
予
祝
し
た
。

田
向
長
資
の
七
歳
の
娘
が
奈
良
の
中
宮
寺
に
入
る

　
　

さ
て
田
向
長
資
朝
臣
の
七
歳
の
娘
が
、
明
日
、
奈
良
の
中
宮
寺
に
入
る
そ
う
だ
。

そ
れ
で
そ
の
娘
が
別
れ
の
ご
挨
拶
に
来
た
。
中
宮
寺
の
長
老
は
、
亡
く
な
っ
た
玉
櫛

禅
門
の
娘
で
あ
る
。
そ
の
縁
で
長
老
の
弟
子
と
な
り
、
奈
良
に
赴
く
そ
う
だ
。

二
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
等
持
寺
法
華
八
講
が
始
ま
っ
た
そ
う
だ
。

　
　

恒
例
の
順
番
で
御
粥
を
炊
く
会
を
廊
御
方
が
準
備
し
た
。
田
向
前
参
議
以
下
、
寿

蔵
主
や
善
基
ら
が
参
加
し
た
。

　
　

さ
て
関
東
の
こ
と
だ
が
、
神
保
が
上
洛
し
て
お
許
し
を
乞
う
た
の
で
、
ほ
ぼ
無
事

に
終
結
す
る
よ
う
だ
。

鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
、
毒
を
盛
ら
れ
る

　
　

関
東
で
は
不
思
議
で
め
で
た
い
兆
し
に
関
す
る
噂
が
流
れ
て
い
る
ら
し
い
。
足
利

持
氏
に
ご
飯
を
差
し
上
げ
よ
う
と
し
た
時
、
八
幡
の
使
い
で
あ
る
鳩
が
飛
ん
で
き

て
、
そ
の
ご
飯
を
食
べ
散
ら
か
し
た
。
す
ぐ
に
陰
陽
師
が
占
っ
た
と
こ
ろ
、
良
い
兆

し
だ
答
え
た
そ
う
だ
。

　
　

そ
う
し
た
ら
そ
の
ご
飯
の
色
が
五
色
に
な
っ
た
と
い
う
。
ど
う
も
こ
の
ご
飯
に
は

毒
が
盛
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
御
膳
を
調
理
し
た
者

七
人
が
す
ぐ
に
切
腹
し
た
そ
う
だ
。
そ
の
他
、
仲
間
の
者
十
七
人
も
逮
捕
さ
れ
て
討

ち
殺
さ
れ
た
。
す
べ
て
が
八
幡
神
に
よ
る
鎌
倉
公
方
擁
護
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

足
利
持
氏
に
対
す
る
奇
瑞

　
　

ま
た
桃
井
宣
義
ら
鎌
倉
公
方
退
治
の
軍
勢
が
出
陣
し
た
時
、
そ
れ
に
対
陣
す
る
足

利
持
氏
が
関
東
第
一
の
大
河
で
あ
る
利
根
川
を
渡
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
利
根
川

は
洪
水
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
水
が
落
ち
た
と
い
う
。
そ
れ
で
持
氏
の
軍
勢
は
問
題
な

く
利
根
川
を
渡
り
、
桃
井
軍
に
勝
っ
た
そ
う
だ
。

　
　

こ
の
よ
う
な
不
思
議
で
珍
し
い
め
で
た
い
兆
し
な
ど
が
噂
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
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本
当
の
事
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

梵
基
が
梵
祐
に
即
成
院
主
職
を
譲
与
し
た

三
日
、
晴
。
即
成
院
主
職
を
院
主
の
梵
基
上
人
が
と
て
も
老
齢
な
の
で
、
梵
祐
に
お
譲

り
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
梵
祐
の
知
事
職
は
善
基
が
受
け
取
っ
た
そ
う
だ
。
院
主

職
の
譲
与
を
宮
家
が
承
認
し
た
お
礼
と
し
て
、
梵
祐
と
善
基
が
一
献
の
酒
を
持
参
し

た
。
そ
の
酒
で
酒
宴
を
し
た
。
酒
宴
に
は
田
向
前
参
議
ら
も
参
加
し
た
。

六
日
、
晴
。
毎
月
恒
例
の
連
歌
会
、
い
つ
も
の
よ
う
に
田
向
前
参
議
が
当
番
幹
事
と
し

て
準
備
し
た
。
会
衆
は
い
つ
も
の
面
々
で
あ
る
。
た
だ
参
加
者
が
少
な
い
の
で
、
午

後
十
一
時
三
十
分
に
百
韻
が
終
わ
っ
た
。

八
日
、
晴
。
長
講
堂
六
月
八
日
お
供
え
米
の
こ
と
、
当
年
の
伏
見
荘
は
ひ
ど
い
水
害
な

の
で
こ
の
役
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
を
長
講
堂
事
務
取
扱
者
の
土

御
門
資
家
卿
に
連
絡
す
る
た
め
、
田
向
前
参
議
が
長
講
堂
に
出
向
い
た
。

九
日
、
晴
。
田
向
前
参
議
が
帰
っ
て
き
た
。
お
供
え
米
の
件
で
事
務
取
扱
者
に
面
会
し

て
詳
し
い
事
情
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
に
上
皇
様
へ
報
告
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
な
ん
と
し
て
も
お
供
え
米
を
お
出
し
下
さ
い
と
返
答
さ
れ
た
そ
う
だ
。

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

幕
府
近
習
の
海
老
名
に
天
神
名
号
の
掛
け
軸
な
ど
を
貸
し
出
す

　
　

行
豊
朝
臣
が
来
た
。
先
日
、
天
神
名
号
「
南
無
天
満
大
自
在
天
神
」
の
掛
け
軸
や

脇
に
懸
け
る
絵
な
ど
を
借
り
出
し
て
い
た
。
そ
れ
を
今
、
返
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

幕
府
近
臣
で
あ
る
海
老
名
の
屋
敷
で
連
歌
千
句
の
奉
納
が
あ
っ
た
。
そ
の
座
席
に
こ

の
名
号
を
懸
け
た
そ
う
だ
。
丸
一
日
で
千
句
を
読
み
終
わ
っ
た
そ
う
だ
。

十
日
、
晴
。
亡
く
な
っ
た
母
の
命
日
で
あ
る
。
父
の
塔
頭
大
通
院
で
い
つ
も
の
よ
う
に

さ
さ
や
か
な
法
事
を
営
ん
だ
。

足
利
義
量
、
将
軍
と
し
て
初
の
参
内
・
院
参

十
二
日
、
晴
。
今
日
、
足
利
義
量
将
軍
が
朝
廷
や
上
皇
御
所
へ
行
か
れ
た
そ
う
だ
。
こ

れ
は
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
て
以
降
、
初
め
て
の
事
だ
と
い
う
。
将
軍
は
衣
冠
束

帯
姿
だ
っ
た
。
山
科
教
豊
朝
臣
が
御
太
刀
持
ち
役
、
白
川
資
兼
朝
臣
が
沓
持
ち
の
役

を
し
た
。
山
科
家
・
白
川
家
は
、
た
び
た
び
こ
れ
ら
の
役
を
し
て
き
た
。
そ
れ
が
良

い
先
例
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
　

諸
大
名
も
皆
お
供
し
た
。
室
町
殿
も
同
じ
く
朝
廷
や
上
皇
御
所
へ
行
か
れ
た
。
足

利
家
近
臣
の
公
卿
や
殿
上
人
も
ほ
ぼ
全
員
が
お
供
し
た
。
最
初
に
朝
廷
、
次
に
上
皇

御
所
へ
行
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
で
一
献
の
酒
宴
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

妻
の
女
児
出
産
は
不
運
の
至
り

十
四
日
、
晴
。
明
け
方
、
妻
の
二
条
殿
が
産
所
と
な
っ
て
い
る
実
家
の
庭
田
家
へ
出
て

い
っ
た
。
午
前
七
時
に
女
児
を
安
産
し
た
そ
う
だ
。
無
事
出
産
し
た
の
は
、
ま
ず
は

め
で
た
い
。
た
だ
最
近
は
、
世
間
で
男
児
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
れ
で
女
児
は
無
用

で
あ
り
、
不
運
の
至
り
で
あ
る
。

産
穢
を
避
け
て
、
急
ぎ
御
香
宮
へ
参
詣
す
る

　
　

御
香
宮
へ
参
詣
し
た
。
産
穢
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
前
に
急
い
で
参
詣
し
た

の
で
あ
る
。

　
　

安
楽
光
院
長
老
が
来
た
の
で
、
対
面
し
た
。
年
末
の
挨
拶
に
来
た
そ
う
だ
。

貞
成
、
眼
病
に
な
る

十
五
日
、
晴
。
行
豊
朝
臣
が
来
た
。
私
は
昨
日
か
ら
眼
の
病
気
で
あ
る
。
こ
の
ご
ろ
は

あ
ち
こ
ち
で
大
勢
の
人
が
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

眼
の
痛
み
は
不
浄
負
け
に
よ
る
も
の

十
九
日
、
晴
。
昨
夜
は
一
晩
中
、
そ
し
て
今
日
も
半
日
、
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
眼
が

痛
か
っ
た
。
重
い
病
状
だ
。
心
身
と
も
に
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で

巫
女
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
不
浄
負
け
（
※
）
だ
そ
う
だ
。
す
ぐ
に
御
香
宮
に
対
し

て
お
詫
び
し
た
。
そ
う
し
た
ら
夕
方
か
ら
苦
痛
が
少
し
治
ま
っ
た
。

四
条
隆
盛
が
善
勝
寺
長
者
と
な
る

　
　

さ
て
四
条
隆
直
大
納
言
が
今
日
、
出
家
し
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
鷲
尾
一
族
の
氏
寺

で
あ
る
善
勝
寺
長
者
職
を
四
条
隆
盛
朝
臣
が
相
続
し
た
そ
う
だ
。
今
回
は
鷲
尾
隆
豊

朝
臣
が
長
者
と
な
る
順
番
だ
っ
た
が
、
隆
豊
が
上
皇
様
の
怒
り
に
触
れ
た
の
で
、
隆

盛
が
長
者
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
隆
盛
と
し
て
は
幸
運
の
至
り
で
あ
ろ
う
。
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聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
今
日
、
勧
修
寺
経
興
中
納
言
の
屋
敷
で
千
句
の
連
歌
会

が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
勧
修
寺
家
家
内
に
祀
っ
て
い
る
天
神
様
へ
奉
納
す
る
も

の
だ
と
い
う
。
第
一
番
の
句
は
後
小
松
上
皇
様
、
そ
れ
に
仁
和
寺
御
室
御
所
・
妙
法

院
主
・
室
町
殿
・
二
条
持
基
左
大
臣
ら
が
句
を
申
し
出
て
い
る
そ
う
だ
。

※
不
浄
負
け
（
ふ
じ
ょ
う
ま
け
）
…
穢
れ
た
身
体
で
神
事
及
び
そ
の
関
連
事
業
に
携
わ

っ
た
こ
と
に
よ
る
体
調
不
良
な
ど
の
症
状
を
い
う
か
。
こ
こ
で
は
、
妻
庭
田
幸
子
の

産
穢
に
触
れ
た
ま
ま
御
香
宮
に
参
詣
し
た
こ
と
が
、
貞
成
が
不
浄
負
け
と
な
っ
た
原

因
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
十
日
、
晴
。
勧
修
寺
家
の
千
句
連
歌
、
今
日
で
満
願
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
陰
陽
師
の

賀
茂
在
方
朝
臣
が
来
年
の
暦
と
八
卦
占
い
の
本
な
ど
を
献
上
し
て
き
た
。
室
町
殿
は

清
和
院
に
お
籠
も
り
し
て
い
る
そ
う
だ
。

二
十
一
日
、
晴
。
眼
の
病
気
は
相
変
わ
ら
ず
だ
が
、
痛
み
は
少
し
和
ら
い
だ
。

二
十
三
日
、
雨
が
降
っ
た
。
陰
陽
師
の
土
御
門
有
盛
・
同
有
清
ら
朝
臣
も
来
年
の
暦
と

八
卦
占
い
の
本
な
ど
を
献
上
し
て
き
た
。

二
十
四
日
、
晴
。
寒
い
嵐
が
吹
き
、
雪
が
風
に
吹
き
交
じ
っ
た
。
し
か
し
雪
は
積
も
ら

な
か
っ
た
。
今
年
は
初
雪
が
ま
だ
降
ら
な
い
。
陰
陽
師
の
清
隆
朝
臣
が
年
内
に
雪
は

降
ら
な
い
だ
ろ
う
と
占
っ
た
そ
う
だ
。

二
十
五
日
、
晴
。
京
都
市
内
で
は
雪
が
少
し
積
も
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
伏
見
辺
り
は

積
も
っ
て
い
な
い
。
室
町
殿
が
細
川
満
元
前
管
領
の
屋
敷
に
入
っ
て
、
雪
景
色
を
ご

堪
能
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

二
十
六
日
、
晴
。
町
経
時
朝
臣
が
来
た
。
し
か
し
眼
の
調
子
が
悪
い
の
で
対
面
せ
ず
、

す
ぐ
に
帰
っ
た
。
上
皇
様
に
書
状
を
献
上
し
た
。
歳
末
の
お
礼
状
で
あ
る
。

貞
成
三
女
の
髪
削
ぎ
・
魚
味
の
祝
い

　
　

と
こ
ろ
で
私
の
三
女
の
御
魚
味
の
祝
い
を
い
つ
や
っ
た
ら
よ
い
か
、
陰
陽
師
の
賀

茂
在
方
朝
臣
に
占
わ
せ
た
。

　
　

ま
ず
伸
び
た
髪
の
先
を
肩
の
辺
で
切
り
揃
え
る
髪
削
ぎ
の
儀
式
を
し
た
。
髪
を
切

る
役
は
長
資
朝
臣
が
し
て
く
れ
た
。
次
に
魚
味
の
儀
式
。
田
向
前
参
議
が
魚
を
娘
の

口
に
含
ま
せ
る
役
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
一
献
の
祝
宴
と
な
っ
た
。
宮
家
の
女
性

た
ち
・
芝
殿
・
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
ら
が

参
加
し
た
。
た
だ
し
、
私
の
妻
二
条
殿
は
産
所
に
い
て
、
い
ま
だ
宮
家
に
戻
っ
て
き

て
い
な
い
。
綾
小
路
前
参
議
が
酒
樽
を
進
上
し
て
き
た
。
酒
宴
は
数
献
に
及
び
、
音

楽
も
あ
っ
た
。
め
で
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
十
七
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
煤
払
い
を
し
た
。
西
大
路
隆
富
朝
臣
と
祐
誉
僧
都

が
来
た
の
で
、
酒
を
飲
ん
だ
。
そ
し
て
す
ぐ
に
出
て
い
っ
た
。

節
分
な
の
で
廊
御
方
の
部
屋
に
方
違
え
す
る

　
　

今
夜
は
節
分
で
あ
る
。
そ
れ
で
方
違
え
の
た
め
廊
御
方
の
お
部
屋
に
行
き
、
一
泊

し
た
。
一
献
の
酒
宴
が
あ
り
、
田
向
前
参
議
ら
も
参
加
し
た
。

足
利
義
持
、
勧
修
寺
邸
に
い
る
小
川
宮
と
会
う

　
　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
室
町
殿
は
今
日
、
勧
修
寺
の
屋
敷
に
お
入
り
に
な
っ
た

そ
う
だ
。
勧
修
寺
邸
に
寄
宿
し
て
い
る
小
川
宮
へ
ご
挨
拶
さ
れ
た
そ
う
だ
。

立
春
を
強
飯
で
祝
う

二
十
八
日
、
晴
。「
立
春
の
佳
い
時
節
で
あ
る
。
め
で
た
い
兆
し
が
あ
り
、
す
べ
て
の

事
に
満
足
し
て
い
る
。
と
て
も
幸
せ
だ
」
と
予
祝
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
強
飯
で

お
祝
い
し
た
。

　
　

綾
小
路
信
俊
前
参
議
が
来
た
。
夏
以
降
、
宮
家
に
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
珍
し

い
来
訪
で
う
れ
し
い
。
す
ぐ
に
音
楽
会
を
し
た
。
壱
越
調
の
鳥
急
・
颯
踏
入
破
・
賀

殿
急
・
陵
王
破
と
朗
詠
を
し
た
。
そ
の
後
、
酒
を
飲
ん
だ
。
お
土
産
で
綾
小
路
が
こ

の
酒
宴
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
一
献
の
酒
宴
が
終
わ
っ
て
、
綾
小
路
は
す
ぐ
に
出
て

い
っ
た
。

二
十
九
日
、晴
。
十
二
月
で
身
を
浄
め
る
た
め
、い
つ
も
の
よ
う
に
風
呂
に
入
っ
た
。
夜
、

順
番
で
薪
を
焼
く
会
を
重
有
朝
臣
が
準
備
し
て
く
れ
た
。
こ
の
会
に
は
田
向
前
参
議

ら
が
参
加
し
た
。
ま
だ
二
〜
三
人
が
当
番
の
幹
事
役
を
勤
め
て
い
な
い
。
来
春
の
勤

仕
と
な
る
だ
ろ
う
。

三
十
日
、
晴
。
蔵
光
庵
主
が
い
つ
も
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
進
物
を
持
っ
て
来
て
く
れ
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た
。
惣
得
庵
主
も
来
た
。
寺
庵
の
僧
た
ち
が
年
末
年
始
の
挨
拶
に
来
た
。
毎
年
今
日
、

僧
た
ち
が
参
賀
に
来
る
。
そ
れ
が
佳
い
例
と
な
っ
て
い
る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
、
除

夜
の
お
祝
い
を
し
た
。
来
年
の
春
も
め
で
た
い
事
が
あ
る
よ
う
、
ひ
た
す
ら
祈
念
し

た
。

　

宮
家
の
雑
事
、
全
国
の
う
わ
さ
話
な
ど
を
詳
し
く
記
録
し
た
。
と
て
も
憚
り
が
あ
る

の
で
、
他
家
の
者
に
は
見
せ
て
は
い
け
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
）
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